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5/30 誕生会 

6/27 誕生会 

★毎週木曜日 珈琲館 

★月一回 移動図書館訪問 

※５～６月にはお楽しみツアーを計画しております。

参加を希望されている利用者様の 

ご家族様には、お電話で連絡させて 

頂きます。 

 

お 願 い  

利用者への食べ物の持ち込みはご遠慮願います。ま

た、施設へのお心遣いもご遠慮させて頂いております

のでご理解のほど重ねてお願い申し上げます。 

面会時のﾏｽｸ着用、1階フロアのみでの面会は解除と

なりました。 手指消毒は引き続きお願いします。 

 

4月 25日（水）利用者の方と手作りした『桜』を飾りつけ、心を込めた生演奏で、『さくら』という

曲などを聴いて頂きました。その後、『ピンポン玉送りゲーム』を行いました。透明のコップを１つずつ

持って頂いて、隣の方に移しいれ、送りました。曲が止まった時、コップの中にピンポン玉がある方に、

好きな食べ物などを言って頂きました。上手に送っておられましたが、曲が止まっても気づかず、送ら

れる方などもあって盛り上がりました。その後は皆さんで、『野に咲く花のように』と『幸せなら手をた

たこう』を合唱して頂きました。『幸せなら手をたたこう』は、歌詞にあわせて体を動かすこともして頂

きました。最後は、横の方と手をつないで頂き和やかな会となりました。 

   

 

  

 
 

 
 

４月のお楽しみ献立は、観桜会のお弁当でした。地産地消の献立として、佐用地鶏、スナップえんどう、

竹の子などを使いました。９つに仕切られたお弁当箱に色とりどりの料理を詰めました。 

「わぁきれいやなぁ～」「美味しそうやなぁ～」という声が聞こえてよかったです。 

春らしい、きれいなお弁当が完成し、利用者様に喜んで召し上がっていただけて良かったです。 

  

 

 

        

 

 

 

 

去年の１2月から、

調理員として働い

ております木南で

す。美味しい食事

を作り、皆様に喜

んで頂けるよう頑

張ります。 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 
 

   

 

 

4 月 4 日（水）会場に桜木を飾り、大正琴グループの「ブルーハープ」の方々にお

越しいただき観桜会を行いました。 

大正琴を爪弾き、童謡や懐かしの歌謡曲・演歌を演奏していただきました。今ま

でにも何度かお越しいただいておりますが、今年は初めてハンドベルを使った演奏

も披露していただきました。知っている曲は口ずさまれたり、手拍子をされたりと楽

しまれていました。 

皆さん、大変喜ばれ、アンコールをお願いされました。ブルーハープのメンバー

の方々も快くアンコール曲を奏でてくださり、拍手の喝采の中、観桜会を終幕いたし

ました。 

観
桜
会
お
弁
当 

（地
産
地
消
） 

 

一
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鯛
ご
は
ん
・桜
ご
は
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二
． 

佐
用
ひ
ま
わ
り
地
鶏
の
塩
焼
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三
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季
節
の
天
ぷ
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・ア
ス
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芽
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四
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季
節
の
炊
き
合
わ
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（ホ
タ
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イ
カ
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麩
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五
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わ
け
ぎ
の
酢
味
噌
和
え 

六
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ス
ナ
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七
． 

豆
腐
の
な
め
こ
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八
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す
お
ろ
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． 

あ
さ
り
の
澄
ま
し
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十
． 

和
菓
子 

十
一
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果
物
（い
ち
ご
・オ
レ
ン
ジ
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今年の２月から、

介護職員で入職し

ました熊渕です。ハ

イム・ゾンネで働く

のは２回目となりま

すが、頑張りたいと

思います。 

４月１８日、春の消防訓練を実施しました。今回は夜間

の火災を想定し、少ない人数で、どのように考え、どのよ

うに行動するかを訓練しました。 

火災は予防が一番大事でありますが、万が一の場合

にも、最適な行動が取れるように日々努力しています。 

 

初めてのハンドベル演奏 

  

   

 

 
 

熊渕 宏美 木南 榮英 

 

  

  

 

  


